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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の組成のマグネシウム合金；
　マンガン　　１．５～２．２
　セリウム　　０．５～２．０
　ランタン　　０．２～２．０
ただし、単位は合金の重量百分率（重量％）でありそして１００重量％の内の合金の残り
の成分はマグネシウム並びに製造に由来する不純物である。
【請求項２】
少なくとも１４０ＭＰａの降伏点Ｒｐ０．２を有する、請求項１のマグネシウム合金。
【請求項３】
マグネシウム合金を押出成形及び／又はダイカスト成形及びダイカスト構造部材の製造に
用いる、請求項１又は２に記載のマグネシウム合金。
【請求項４】
マグネシウム合金を引抜き加工された溶接棒を製造するために用いる、請求項１又は２に
記載のマグネシウム合金。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、工業的用途のためのマグネシウム合金並びに射出成形された半製品或いは構
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造部材並びに薄板を製造するための用途に関する。
【０００２】
　マグネシウム合金は自動車工業において、自動車部材において、航空工学及び航空宇宙
工学又は他の軽量構造部材において使用される軽量構造材料である。
【０００３】
　マグネシウム合金は、非常に良好な強度特性及び小さい比重の他に、金属構造材料とし
て中でも自動車及び飛行機の製作で興味が持たれている。
【０００４】
　正に自動車製作においては、快適さの基準及び安全性の基準の増大のために追加的な要
素が組み入れられるので、重量を軽減することが必要とされている。エネルギーを節約す
る自動車の構造にとって軽量構造部材は重要である。マグネシウム材料を加工する場合、
ダイカストによる原型の製造並びに射出成形、鍛造、圧延、延伸又は深絞り加工による成
形が益々重要になっている。これらの方法で軽量構造部材が製造され、特に自動車の製作
において需要が増大している。
【０００５】
　ドイツ特許第８０６，０５５号明細書からは、希土類金属の群からの０．５～１０％の
金属、残量のマグネシウムで組成されるマグネシウム合金が公知であり、ただし該希土類
は少なくとも５０％まで、好ましくは少なくとも７５％までネオジムであり、最高２５％
までがランタン及びセリウム（別々又は一緒）、及び残りとしてのプレセオジム及び少量
のサマリウム及び痕跡量のイットリウムの群の元素で組成されており、そのとき、マンガ
ン、アルミニウム、カルシウム、トリウム、水銀、ベリリウム、亜鉛、カドミウム及びジ
ルコニウムよりなる群の元素の１種類又は複数種が添加されていることが前提とされる。
【０００６】
　ドイツ特許出願公開第４，２０８，５０４Ａ１号明細書からは、２～８％の希土類金属
を含有しているマグネシウム合金が公知であり、この場合には、希土類金属はサマリウム
よりなる。
【０００７】
　主成分のマグネシウムの他にマンガン、及びｓｐ－金属の群の別の元素及び／又はアル
ミニウム、銅、鉄、ニッケル、カルシウム等を含有する別の合金が、例えばドイツ特許出
願公開第１９９　１５　２７６Ａ１号明細書、同第１９６　３８　７６４Ａ１号明細書、
ドイツ特許第６７９，１５６号明細書、同第６９７　０４　８０１Ｔ２号明細書、ドイツ
特許出願公開第４４　４６　８９８Ａ１号明細書から公知である。
【０００８】
　公知のマグネシウム合金は色々な欠点を有している。
【０００９】
　カルシウムの存在は、早い冷却速度を用いる鋳造法、例えば射出成形のときに鋳造後の
高温割れを生じさせる。マグネシウム－アルミニウム－亜鉛－マンガン－あるいはマグネ
シウム－アルミニウム－マンガンを含有する合金の場合に高温での強度が低下する。
【００１０】
　総合的には成形挙動、溶接性又は耐蝕性が悪化する。
【００１１】
　慣用のマグネシウム合金の冷間成形性は六方晶系結晶構造及び低い延性のために制限さ
れている。殆どのマグネシウム合金は室温において脆弱な性質を示す。マグネシウム合金
よりなる半製品を製造する特定の加工法のためには、高い引張り強度の他に延性挙動も必
要とされる。高い延性によって、改善された成形性及び変形挙動が可能であり、高い強度
及び強靱性も可能である。公知のマグネシウム合金の多くは製造状況によって非常に色々
な性質を示す。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
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　本発明の課題は、薄板、溶接棒、押出成形品及び／又はダイカスト成形品及びダイカス
ト構成部材の製造に適するマグネシウム合金、即ち良好な加工性、高い耐蝕性、改善され
た溶接性、高い降伏点並びに良好な冷間成形性を有するマグネシウム合金を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明によれば、この課題は以下の組成のマグネシウム合金によって解決される；
　マンガン　　１．５～２．２
　セリウム　　０．５～２．０
　ランタン　　０．２～２．０
ただし、単位は合金の重量百分率（重量％）でありそして１００重量％の内の合金の残り
の成分はマグネシウム並びに製造に由来する不純物である。
【００１４】
　このマグネシウム合金は十分な成形性の他に、少なくとも１４０ＭＰａの降伏点Ｒｐ０
．２を有し並びに広い温度範囲内での良好な強度特性及び高いクリープ抵抗を有する。
【００１５】
 本発明のマグネシウム合金は、薄板、半製品又は押出成形品及び／又はダイカスト成形
品及びダイカスト構成部材の製造に並びに溶接棒の製造に使用できる。この合金からは特
別な部材、好ましくは自動車構造部材、列車構成部材、船舶構成部材及び航空機構成部材
、例えば座席枠、窓枠又はドア枠、自動車外壁、ケーシング、キャリヤー、クリップ、支
え棒及び他の小部材を製造するのに使用することができる。
【００１６】
　本発明のマグネシウム合金の特に有利な組成は、９７％のマグネシウム、１．８％のマ
ンガン、０．６％のセリウム及び０．４％のランタンという構成成分よりなり、残りが製
造に由来する不純物である場合である。
【００１７】
　この組成の合金は良好な耐蝕性、改善された冷間成形性、小さい熱間クリープ挙動並び
に高い降伏点に特徴がある。
【００１８】
　このマグネシウム合金は、薄板、射出成形品及び／又はダイカスト成形品及びダイカス
ト構成部材の製造に並びに溶接棒の製造に特に使用できる。
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